

























A mineralogical and petrological study on potassic tourmaline "maruyamaite" 
and diamond from the Kokchetav UHP Massif and their implication for 


































ジを細分できることを示したものである。本論文は全 9 章で構成される。  













第 2 章： Ko k c he ta v 変成帯の地質と対象試料  
第 2 章は K o kc h e t a v 変成帯の地質についての概説である。本研究で扱った 岩石
試料は、 K o kc h e t a v 変成帯のうち最も高いピーク変成条件を示し 、かつ最もダイ
ヤモンドが多産する K u md y -K ol 地域から採取されたものである。  
第 3 章：鉱物学的機器分析手法  
第 3 章では本研究で用いた各種分析手法について述べる。特に注意すべき事項
としては， E P M A による電気石の化学組成決定方法及びダイヤモンドの正確なラ
マンスペクトル評価のための顕微ラマン分光装置の測定条件設定が挙げられる。  











+が N a +及び C a 2 +より卓越する。コアは全て化学組成的に o x y -d r a v i t e の K 置換体
であり， 2 0 1 4 年に新鉱物「 ma r u ya ma i t e」として国際鉱物学連合（ IM A）に承認さ
れた。英名 ma r u ya mai t e は，K o kc h e t a v 超高圧変成帯の研究チームを率いた東京工
業大学地球惑星科学専攻の丸山茂徳教授にちなんでおり，和名は「丸山電気石」
となる。丸山電気石の結晶格子定数や原子間距離は d r a v i t e 系列の他の電気石のも
のと同程度であり， N a +や C a 2 +よりもイオン半径の大きい K +の電気石結晶構造へ
の固溶は超高圧によって可能になると推定される。 Be r r y ma n  e t  a l .  ( 2 0 15 )  による
高温高圧合成実験により，丸山電気石の形成には 4  GP a 程度の高圧及び系の Na/ K
が低いことが必須であることが示された。これらより，超高圧条件下における泥
質岩の部分溶融によってカリウムに著しく富む超臨界流体が生じたことが丸山電
気石の成因であると推定される。 K o k ch e t a v 変成帯の変成ダイヤモンドの形成に
はカリウムに富む流体が関与していたことが複数の研究で示唆されており，本研
究の考察と調和的である。  






観察される。電気石は化学組成的にも非常に多様であり，d r a v i t e－ ma r u ya ma i t e－
sc h or l－ u v i t e－ f e r r i u v i t e－ f o i t i t e 及びこれらの o x y -種の間の固溶体をなす。産状
や化学組成に関わらず，電気石中の K は常にコアからリムに向かって単調かつ不
連続に減少し，電気石は K 含有量によって， 1 )  K -d o mi na n t 電気石， 2 )  K -r i c h 電
気石， 3 )  K -p o o r 電気石及び 4 )  K -f r ee 電気石に整理することができる。さらに，
化学組成によるこれら 4 つの電気石グループはそれぞれ特定の包有物もしくは共
存鉱物の組み合わせを持つ。化学組成と共存鉱物との関係から， K o kc h e t a v 変成
帯に産する電気石の K 含有量は変成温度圧力条件の低下に伴って減少しており K
の累帯構造が変成条件の変化を明瞭に記録していると結論付けられる。また，ダ




第 6 章：含丸山電気石電気石岩中のマイクロダイヤモンドの放射線損傷  
第 6 章では，丸山電気石及びジルコン中に含まれるダイヤモンドの ラマン，フ













第 7 章： K o k c he ta v 産マイクロダイヤモンドのラマン，P L 及び C L スペクトル特
性  














素や炭素を含む流体が超高圧変成 岩中に断続的に供給されたことが推察される。  
第 9 章：まとめ  
第 9 章は結論である。本研究では，カザフスタン共和国 K o kc h e t a v 変成帯の超
高圧変成岩中の電気石とダイヤモンドに着目した。片麻岩中に産する電気石岩 中
よりダイヤモンドと共存するカリウム電気石を発見し，これを丸山電気石と命名
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